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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ベースと、
  前記ベースに取り付けるのに適合したカバーと、
  前記ベースに前記カバーを取り外し可能に固定するのに適合したラッチ部材であって、
前記ラッチ部材は、前記ベースに回動可能に取り付けられた第１の端部、及び、前記ラッ
チ部材から延びるラッチデテントを有する第２の端部を有し、前記ラッチデテントは、前
記ラッチ部材により前記カバーが前記ベースに固定されるラッチ位置へと前記ラッチ部材
が回動したとき、前記カバーに形成された留め金にしっかりと嵌合するよう構成されてい
ることを特徴とするラッチ部材と、
　前記ラッチ部材にスライド可能に取り付けられたロック部材であって、前記ロック部材
は、前記ロック部材のロック部材伸長部が前記カバーのロック部材収納部と嵌合し、前記
ラッチ部材がラッチ位置からラッチ解除位置に動くのを防止するロック位置と、前記ロッ
ク部材伸長部が前記カバー中のロック部材収納部と嵌合しないロック解除位置との間で動
くことが可能であることを特徴とするロック部材と、
　を具備する分電用ハウジングであって、
　前記ラッチ部材は、前記ラッチ部材から延びる保持突起部を含み、前記ロック部材は前
記ロック部材に形成された、第１の位置保持収納部と第２の位置保持収納部とを含み、前
記保持突起部は、前記ロック位置及び前記ロック解除位置に取り外し可能に固定するよう
、前記第１の位置保持収納部及び前記第２の位置保持収納部のうちの１つと嵌合すること
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を特徴とする分電用ハウジング。
【請求項２】
  前記ラッチ部材は、前記ベースの第１の側に回動可能に取り付けられた第１のラッチ部
材であり、前記分電用ハウジングは、前記カバーを前記ベースに取り外し可能に固定する
のに適合した第２のラッチ部材をさらに具備し、前記第２のラッチ部材は、前記ベースの
第１の側とは反対側の第２の側に回動可能に取り付けられた第１の端部と前記ベースから
延びるラッチデテントを有する第２の端部を有し、前記ラッチデテントは、前記第２のラ
ッチ部材により前記カバーが前記ベースに固定されるラッチ位置へと、前記ラッチ部材が
回動したとき、前記カバーに形成された留め金にしっかりと嵌合するよう構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の分電用ハウジング。
【請求項３】
  前記ラッチ部材は、前記ラッチ部材がラッチ位置にあるとき、前記カバーの上端に延び
ることを特徴とする請求項１に記載の分電用ハウジング。
【請求項４】
  前記カバー及び前記ベースは、第１の素材で形成され、前記ラッチ部材の少なくとも一
部は、前記第１の素材とは異なる第２の素材で形成されることを特徴とする請求項１に記
載の分電用ハウジング。
【請求項５】
  前記ラッチデテントは、前記ラッチ部材がラッチ位置にあるとき、前記留め金とスナッ
プ式で嵌合することを特徴とする請求項１に記載の分電用ハウジング。
【請求項６】
  前記カバーは、前記カバーが前記ベースに取り付けられるとき、前記カバーと前記ベー
スの間で所定の位置合わせがなされるように前記ベースに形成されたベース溝とはめ合せ
るのに適合した、前記カバーから延びるカバー突起部を含むことを特徴とする請求項１に
記載の分電用ハウジング。
【請求項７】
  カバーと前記ベースとの間に入れられたシール部材をさらに具備することを特徴とする
請求項１に記載の分電用ハウジング。
【請求項８】
  前記ラッチ部材は、前記ラッチデテントを前記留め金からうまく取り外すことができる
ようにするために前記第２の端部の近傍にグリップを有することを特徴とする請求項１に
記載の分電用ハウジング。
【請求項９】
  前記グリップ及び前記カバーは、前記ラッチ部材がラッチ位置にあるとき、前記グリッ
プと前記カバーとの間にリリーフを画定するよう構成されていることを特徴とする請求項
８に記載の分電用ハウジング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、表題「固定された分電カバーラッチ」として、２０１５年９月９日に出願し
た米国仮特許出願番号６２/２１５，８２３に基づく優先権を主張するものであり、これ
らの出願内容のすべてを本出願に組み込むものとする。
【０００２】
　本開示による実施形態は、一般に電気装置の分野に関し、より具体的には、工具の使用
を必要とせずに、ベースに取り付け及びベースから取り外しができるカバーを有する分電
用ハウジングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　分電用ハウジングは、「ジャンクションボックス」とも称されるが、従来、ヒューズブ
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ロック、ヒューズ、リレー、等の電気部品を収容するために用いられてきた。通常、これ
らの電気部品は集合体として、トラクタ／トレーラ連結車両内の冷凍装置のような、１以
上の電気負荷に電気システムの電力を分電することができる。接合ハーネスコネクタ又は
リングターミナルを、１以上の電気負荷に分電可能にするために、ハウジング内の１以上
の電気部品に接続することができる。この分電用ハウジングを過酷な環境や天候にさらす
ことで、ハウジング内の電気部品を損傷又は破損させることがある。
【０００４】
　過酷な周囲状態から内部の電気部品を保護するために、種々の分電用ハウジングが開発
されてきた。しかし、そのような分電用ハウジングは、一般に、点検、交換、調整、その
他のため、内部電気部品にアクセスする目的でハウジングを開閉するために、工具の使用
を必要とする複雑な機械的構成を含んでいる。工具の使用を必要とするので、ハウジング
の開閉作業は時間のかかる不便なものとなる。
【０００５】
　本願による改良は、上記及びその他の検討事項に関するものである。
【発明の概要】
【０００６】
　この概要は、簡単化した形式で概念の抜粋を紹介するために提示するものであり、以下
にさらに詳細説明がなされる。この概要は、請求項の重要な特徴又は本質的な特徴を特定
するものではなく、又は、請求項の技術的範囲を決定するためのものでもない。
【０００７】
　本開示による分電用ハウジングの例示的実施形態は、ベースと、前記ベースに取り付け
るのに適合したカバーと、前記ベースに前記カバーを取り外し可能に固定するのに適合し
たラッチ部材と、を含むことができ、前記ラッチ部材は、前記ベースに回動可能に取り付
けられた第１の端部、及び、前記ラッチ部材から延びるラッチデテントを有する第２の端
部を有し、前記ラッチデテントは、前記ラッチ部材により前記カバーが前記ベースに固定
されるラッチ位置へと前記ラッチ部材が回動したとき、前記カバーに形成された留め金に
しっかりと嵌合するよう構成することができる。
【０００８】
　本開示による分電用ハウジングのもう１つの例示的実施形態は、ベースと、前記ベース
に取り付けるのに適合したカバーと、前記ベースに前記カバーを取り外し可能に固定する
のに適合したラッチ部材であって、前記ラッチ部材は、前記ベースに回動可能に取り付け
られた第１の端部、及び、前記ラッチ部材から延びるラッチデテントを有する第２の端部
を有し、前記ラッチデテントは、前記ラッチ部材により前記カバーが前記ベースに固定さ
れるラッチ位置へと前記ラッチ部材が回動したとき、前記カバーに形成された留め金にし
っかりと嵌合するよう構成されていることを特徴とするラッチ部材と、前記ラッチ部材に
スライド可能に取り付けられたロック部材であって、前記ロック部材は、前記ロック部材
のロック部材伸長部が前記カバー中のロック部材収納部と嵌合し、前記ラッチ部材がラッ
チ位置からラッチ解除位置に動くのを防止するロック位置と、前記ロック部材伸長部が前
記カバー中のロック部材収納部と嵌合しないロック解除位置との間で動くことが可能であ
ることを特徴とするロック部材と、を含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　例示のため、開示した装置の種々の実施形態を、添付図面を参照して説明する。
【図１】本開示の実施形態による例示的分電用ハウジングの側面図である。
【図２Ａ】本開示の実施形態による例示的分電用ハウジングの等角図である。
【図２Ｂ】本開示の実施形態による図２Ａの例示的分電用ハウジングの側部切り欠き図で
ある。
【図３Ａ】本開示の実施形態による例示的分電用ハウジングの等角図である。
【図３Ｂ】本開示の実施形態による図３Ａの例示的分電用ハウジングの側部切り欠き図で
ある。
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【図４Ａ】本開示の実施形態による例示的分電用ハウジングの側部切り欠き図である。
【図４Ｂ】本開示の実施形態によるロック解除位置における図４Ａの例示的分電用ハウジ
ングの等角図である。
【図４Ｃ】本開示の実施形態によるロック位置における図４Ａの例示的分電用ハウジング
の等角図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本実施形態について、いくつかの実施形態が示された添付図を参照しながら、さらに詳
細に以下に説明する。本開示の対象は、しかしながら、多くの異なる形態で実施すること
ができ、ここに述べる実施形態に限定されると解釈すべきでない。むしろ、これらの実施
形態は、この開示により、当業者に発明内容の技術的範囲を完全に十分伝達するために、
提示するものである。図において、全体的に類似する番号は類似の構成要素を示す。
【００１１】
　図１を参照すると、本開示の例示的実施形態による非限定的な分電用ハウジング１００
の側面図が示されている。分電用ハウジング１００は、カバー１０４、ベース１０８、及
び、詳細を以下に記述するような、カバー１０４をベース１０８に取り外し可能に取り付
けるための１以上のラッチ部材１１２を含むことができる。１以上のラッチ部材１１２の
各々は、ベース１０８に回動可能に取り付けられた第１の端部１１２Ａと、カバー１０４
内に又はカバー１０４上に伸ばすのに適合した第２の端部１１２Ｂとを有することができ
る。いくつかの実施形態では、１以上のラッチ部材１１２の各々は湾曲した形状を有する
ことができる。第１の端部１１２Ａは、１以上の回動可能な結合部１１６を介してベース
１０８に取り付けることができる。回動可能な結合部１１６は、ラッチ部材１１２をベー
ス１０８に対して相対的に回転できるようにすることができる。いくつかの実施形態では
、回動可能な結合部１１６は、ピン及びブッシングのセットを含むことができる。実施形
態はこの記載に限定されない。
【００１２】
　カバー１０４は、ベース１０８上にはめ込み１以上のラッチ部材１１２によりベース１
０８に固定することができるように構成することができる。カバー１０４がラッチ部材１
１２によりベース１０８に固定、又は「ラッチ」されると、分電用ハウジング１００の内
部が、分電用ハウジング１００内の全ての部品が過酷な環境及び天候状態から効果的に保
護されるように、シールすることができる。分電用ハウジング１００の内容として、１以
上の分電モジュール、リレー、ヒューズブロック、ヒューズホルダー、断路器、その他を
含むことができる。いくつかの実施形態では、１以上のラッチ部材１１２によりカバー１
０４をベース１０８に固定するときに、Ｏリング、ガスケット又は類似のシール部材をカ
バー１０４とベース１０８との間に挟んで圧縮させることができる。
【００１３】
　図２Ａを参照して、本開示の例示的実施形態による非限定的な分電用ハウジング２００
の詳細図が示されている。分電用ハウジング２００は、上述の分電用ハウジング１００と
類似し、カバー２０４、ベース２０８、及びベース２０８にカバーを固定するラッチ部材
２１２を含むことが出来る。ラッチ部材２１２は、ベース１０８に回動可能に取り付けら
れた第１の端部２１２Ａと、カバー１０４内に又はカバー１０４上に伸ばすのに適合した
第２の端部２１２Ｂとを有することができる。第１の端部２１２Ａは、回動可能な結合部
２１６によりベース２０８に取り付けることができる。回動可能な結合部２１６は、上述
した回動可能な結合部１１６と同様とすることができ、ラッチ部材２１２を上述したラッ
チ部材２１２の場合と同様な方法で、ベース２０８に対して相対的に回動させることがで
きる。
【００１４】
　ラッチ部材２１２は、第２の端部２１２Ｂの近傍にグリップ２２０を含むことができる
。グリップ２２０は、カバー２０４をベース２０８にラッチ又はベース２０８からラッチ
解除をするときに使い勝手の良い操作を手助けするためにラッチ部材１１２をユーザが手
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で把持することを可能にするよう構成することができる。例えば、グリップ２２０は、ユ
ーザの指を入れるための下部空洞を画定する隆起部を含むことができる。いくつかの実施
形態では、下部空洞は、凹部面を含むことができる。種々の実施形態において、グリップ
２２０は、ユーザに機械的な利点をもたらす。このような種々の実施形態において、機械
的な利点により、ベース２０８からカバー２０４のラッチを解除をするのに工具の必要性
をなくす。例えば、グリップ２２０中のユーザの指のための下部空洞を、カバー２０４を
ベース２０８からラッチ解除するのに活用することができる。実施形態はこの記載に限定
されるものではない。カバー２０４をベース２０８から又はベース２０８に取り外し／固
定するために、工具を使う必要がないので、分電用ハウジング２００の内部に簡単にアク
セスすることができる。以下に詳細説明するように、ラッチ部材２１２により、ユーザは
、工具を使わないで、カバー２０４をベース２０８にうまく固定することができ、また、
カバー２０４をベース２０８から取り外すことができる。これにより、分電用ハウジング
２００への（保守、部品の再配置、その他のための）アクセス、及びその後、カバー２０
４をベース２０８へ再度取り付けるのを非常に簡単かつ迅速に行うことができる。
【００１５】
　カバー２０４、ベース２０８、及びラッチ部材２１２は、１以上の素材で形成すること
ができる。種々の実施形態において、素材として、種々のプラスチック、金属、ポリマー
、合金、有機物質、その他を含むことができるがこれらに限定されない。素材は、剛性、
耐久性、弾力性、電気的絶縁性、その他を含む好ましい特性を達成させるために選択する
ことができる。図解した実施形態において、カバー２０４及びベース２０８は、第１の素
材で形成し、ラッチ部材２１２は、第２の素材で形成することができる。いくつかの実施
形態では、第１の素材は、衝撃等の過酷な条件から分電用ハウジング２００の中身を保護
するために、素材の剛性及び耐久性により選択することができる。第２の素材は、以下に
詳述するように、ラッチ部材２１２が柔軟にカバー２０４との「スナップ」式の嵌合を達
成できるようにするために、第１の素材より弾力性のあるものとすることができる。いく
つかの実施形態では、カバー２０４、ベース２０８、及びラッチ部材２１２の内の１以上
に異なる素材を用いることができる。例えば、ラッチ部材２１２の、ある部分はラッチ部
材２１２の他の部分より柔軟な、ツーショット成形処理を用いて構成することができる。
いくつかの実施形態では、ラッチ部材２１２は、湾曲した外形とすることができる。
【００１６】
　図２Ｂを参照すると、図２Ａに示された分電用ハウジング２００の側部切り欠き図が示
されている。上述の通り、分電用ハウジング２００は、カバー２０４、ベース２０８、及
びラッチ部材２１２を含むことができる。ベース２０８は、対応する１以上のカバー溝２
３０及び／又はカバー２０４に形成されたカバー突起部２３２をはめ合せるに適合した１
以上のベース溝２３４及び／又はベース突起部２３６を含むことができる。カバー溝２３
０及び／又はカバー突起部２３２とベース溝２３４及び／又はベース突起部２３６との嵌
合により、カバー２０４の手動での調整又は再配置を行う必要なしにラッチ部材２１２の
適切な位置合わせを容易にするために、好ましい所定の方法で、カバー２０４をベース２
０８と整列させることができる。いくつかの実施形態では、１以上のＯリング、ガスケッ
ト、その他のシール部材をベース溝２３４及び／又はカバー溝２３０に入れることができ
、カバー２０４がベース２０８に固定（例えば、ラッチ）されるとき、カバー２０４とベ
ース２０８との間で圧縮することができる。シール部材により、ダメージを与える可能性
のある液体及び／又は微粒子が分電用ハウジング２００に侵入するのを防止することがで
きる。実施形態はこの記載に限定されない。
【００１７】
　図２Ｂに示すように、ラッチデテント２４０は、ラッチ部材２１２のグリップ２２０近
傍の下方表面から突き出るようにすることができる。カバー２０４がベース２０８にラッ
チされたとき、ラッチ保持突起部２４１を介して、カバー２０４に形成された収納部又は
留め金２４２にラッチデテント２４０を保持することができ、これらの間でスナップ嵌合
がなされる。例えば、ラッチ部材２１２はロック位置に回動したとき、ラッチデテント２
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４０がラッチ保持突起部２４１を越えることができるように、ラッチ部材２１２は収縮す
ることができる。完全にロック位置に回動したとき、ラッチデテント２４０は、ラッチ保
持突起部２４１を越え、図２Ｂに示すように、留め金２４２にはめ込まれる。グリップ２
２０は、グリップの下に指が入るような空間を設け、グリップ２２０を手で握り引っ張る
ことで、留め金２４２からラッチデテント２４０を楽に外すのに便利なようにするリリー
フ２４３を含むことができる。
【００１８】
　図３Ａを参照すると、本開示による非限定的な例示的実施形態による分電用ハウジング
３００が示されている。この分電用ハウジング３００は、上述の分電用ハウジング１００
、２００に類似し、カバー３０４、ベース３０８、及びカバー３０４をベース３０８に固
定するためのラッチ部材３１２を含むことができる。ラッチ部材３１２は、第１の端部３
１２Ａと第２の端部３１２Ｂとを有することができる。第１の端部３１２Ａは、回動可能
な結合部３１６により、ベース３０８と接続することができる。回動可能な結合部３１６
により、ラッチ部材３１２はベース３０８に対して回転可能とすることができる。ラッチ
部材３１２は、ベース３０８をカバー３０４に固定し、それにより過酷な環境状態から分
電用ハウジング３００の内容物を保護するよう構成することができる。いくつかの実施形
態では、ラッチ部材３１２は湾曲した形状を有することができる。ラッチ部材３１２は、
第２の端部３１２Ｂの近傍にグリップ３２０を含むことができる。グリップ３２０は、ユ
ーザが工具を使わないでカバー３０４をベース３０８に固定し又はベース３０８から取り
外すことができるよう構成することができる。ベース３０８に／ベース３０８からカバー
３０４を固定／取り外しを行うために工具を必要としないので、分電用ハウジング３００
内へのアクセスが簡単になる。グリップ３２０は、ベース３０８に／ベース３０８からカ
バー３０４を固定／取り外しをユーザが行うためアクセス可能な接触域を広げるよう構成
することができる。いくつかの実施形態では、グリップ３２０は、カバー３０４をベース
３０８から取り外すために構成された、１以上の湾曲、先端部、フランジ、その他を含む
ことができる。実施形態はこの記載に限定されるものではない。
【００１９】
　図３Ｂを参照すると、本開示による非限定的な例示的実施形態による分電用ハウジング
３００の切り欠き図が示されている。分電用ハウジング３００カバー３０４、ベース３０
８、及びラッチ部材３１２を含むことができる。図示した実施形態において、ラッチ部材
３１２は、ラッチデテント３４０が留め金３４２で受けとめられたとき、カバー３０４を
ベース３０８に固定する。グリップ３２０は、ラッチデテント３４０を留め金３４２から
簡単に取り外す一方、カバー３０４がベース３０８に固定されているときは強い保持力を
維持するために、指が入るグリップ空間を作るための突き出たリブを含むことができる。
いくつかの実施形態では、グリップ３２０は、複合した湾曲面を含むことができる。実施
形態はこの記載に限定されるものではない。
【００２０】
　図４Ａを参照すると、本開示の非限定的な例示的実施形態による分電用ハウジング４０
０の側部切り欠き図が示されている。この分電用ハウジング４００は、上述の分電用ハウ
ジング１００、２００、３００に類似していて、カバー４０４、ベース４０８、ラッチ部
材４１２を含むことができ、さらにロック部材４５０を含むことができる。カバー４０４
は、はめ込みによりベース４０８に固定することができるように構成することができる。
カバー４０４は、留め金４４２、ロック部材収納部４６３、及びロック部材ガイドチャン
ネル４６４を含むことができる。留め金４４２は、カバー４０４をベース４０８に取り外
し可能に保持するためにラッチ部材４１２のラッチデテント４４０を受け入れることがで
きる。ロック部材収納部４６３は、カバー４０４をベース４０８に取り外し可能に保持す
るためにロック部材４５０のロック部材伸長部４６１を受け入れることができる。ロック
部材ガイドチャンネル４６４は、ラッチデテント４４０が留め金４４２で受け止められた
ときロック部材突起部４６０に接触又はその周囲に位置することができる。種々の実施形
態において、ラッチ部材４１２は、カバー４０４をベース４０８に取り外し可能に保持す
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ることができ、ロック部材４５０は、カバー４０４をベース４０８に取り外し可能に固定
することができる。実施形態はこの記載に限定されるものではない。
【００２１】
　ラッチ部材４１２はラッチ部材開口４５４を含むことができる。ラッチ部材開口４５４
は、ロック部材４５０の少なくとも一部を受け入れることができる。ラッチ部材突起部４
５８は、ロック部材４５０がラッチ部材４１２で受け止められたとき、ロック部材溝４６
２に接触すること又は実質的にロック部材溝４６２に囲まれることができる。ロック部材
４５０は、ラッチ部材４１２に対して少なくとも２つの位置間で動き又はスライドするよ
う構成することができる。ロック部材４５０は、位置保持突起部４６６が第１の位置保持
収納部４６８に入ったとき、第１の位置に保持することができる。ロック部材４５０は、
位置保持突起部４６６が第２の位置保持収納部４７０に入ったとき、第２の位置に保持す
ることができる。種々の実施形態において、第１の位置は、ロック解除位置とすることが
でき、第２の位置は、ロック位置とすることができる。種々のこのような実施形態におい
て、ロック解除位置では、ロック部材伸長部４６１は、ロック部材収納部４６３に受け入
れられておらず（図４Ａに示される）、ロック位置では、ロック部材伸長部４６１はロッ
ク部材収納部４６３に受け入れられている。ロック部材伸長部４６１がロック部材収納部
４６３に受け入れられているとき、カバー４０４はベース４０８に取り外し可能に固定す
ることができる。
【００２２】
　ロック部材４５０は、工具を使わないでロック部材４５０を第１の位置と第２の位置と
の間でユーザが調整可能なように、グリップ４２０を含むことができる。いくつかの実施
形態では、グリップ４２０は、第１の位置と第２の位置との間でロック部材４５０を動か
すための手段を提供することができる。カバー４０４をベース４０８へ／ベース４０８か
ら固定／解除するために工具を使用する必要がないので、第２の位置でベース４０８にカ
バー４０４を堅固に保持することを可能にする一方で、第１の位置でベース４０８からカ
バー４０４を簡単に取り外すことができる。図示の実施形態において、第１の位置は、ロ
ック解除位置４００Ｂ（図４Ｂ参照）とすることができ、第２の位置は、ロック位置４０
０Ｃ（図４Ｃ参照）とすることができる。
【００２３】
　種々の実施形態において、カバー４０４及びベース４０８は、第１の素材で形成するこ
とができ、ラッチ部材４１２は第２の素材で形成することができ、ロック部材４５０は第
３の素材で形成することができる。種々のこのような実施形態において、第２の素材は、
第１の素材及び／又は第３の素材より柔軟性を高くすることができる。いくつかの実施形
態では、第１の素材、第２の素材、第３の素材のうちの１以上は同じ素材とすることがで
きる。種々の実施形態において、ラッチ部材４１２及びロック部材４５０は、ツーショッ
ト成形処理で形成することができる。種々の実施形態において、ラッチ部材４１２は湾曲
した形状を有することができる。いくつかの実施形態では、素材として、種々のプラスチ
ック、金属、合成素材、ポリマー、合金、有機物質、その他を含むことができるがこれら
に限定されない。素材は、剛性、耐久性、弾力性、電気的絶縁性、その他を含む好ましい
特性を達成させるために選択することができる。
【００２４】
　図４Ｂを参照すると、本開示の非限定的な例示的実施形態によるロック解除位置４００
Ｂにある分電用ハウジング４００が示されている。ロック解除位置４００Ｂにおいて、ロ
ック部材４５０はラッチ部材開口４５４に受け入れられる。ロック解除位置４００Ｂにお
いて、いくつかの実施形態ではロック部材４５０は、ラッチ部材開口４５４から突き出る
。ロック解除位置４００Ｂにおいて、ロック部材４５０を、ロック部材４５０がラッチ部
材４１２をベース４０８に対して相対的に回動することを防ぐことができないような場所
に配置することができる。例えば、ロック部材伸長部４６１はロック部材収納部４６３に
受け入れられることはできない。ラッチ部材４１２は、カバー４０４との接触を維持する
ことができ、それによりベース４０８をカバー４０４に取り付ける。ロック解除位置４０
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０Ｂにおいて、ラッチ部材４１２はカバー４０４とベース４０８との接触を維持させるこ
とができる。しかし、ロック解除位置４００Ｂでは、ロック解除位置４００Ｂにおいてカ
バー４０４がベース４０８に固定されていないので、分電用ハウジング４００の内容物を
過酷な環境から完全に保護できないことがある。
【００２５】
　図４Ｃを参照すると、本開示の非限定的な例示的実施形態による、ロック位置４００Ｃ
にある分電用ハウジング４００が示されている。ロック位置４００Ｃにおいて、ロック部
材４５０はラッチ部材開口４５４に受け入れられる。いくつかの実施形態では、ロック部
材４５０は、ロック位置４００Ｃにおいて、ラッチ部材開口４５４と同一面又はラッチ部
材開口４５４より低くなることがある。他の実施形態において、ロック部材４５０は、ロ
ック位置４００Ｃにおいて、分電用ハウジング４００がロック解除位置４００Ｂにあると
きよりも少しだけラッチ部材開口４５４から突き出ることがある。ロック位置４００Ｃに
おいて、ロック部材４５０は、ロック部材４５０がラッチ部材４１２をベース４０８に対
して相対的に回動することを防ぐことができるような場所に配置することができる。例え
ば、ロック部材伸長部４６１は、ロック部材収納部４６３により受け入れられることがで
きる。ロック位置４００Ｃにおいて、ロック部材４５０は、カバー４０４をベース４０８
に固定することができる。カバー４０４がラッチ部材４１２とロック部材４５０とにより
ベース４０８に固定されたとき、分電用ハウジング４００の内部を、分電用ハウジング４
００の外部の過酷な環境から保護することができる。
【００２６】
　ロック解除位置４００Ｂとロック位置４００Ｃとを用意することで、カバー４０４をベ
ース４０８に固定する前に、ユーザは確実に、ベース４０８によりカバー４０４が適切に
位置合わせされ及び／又は受け入れられるようにすることができる。確実に、ベース４０
８によりカバー４０４が適切に位置合わせされ及び／又は受け入れられるようにすること
で、分電用ハウジング４００の内容物を過酷な環境条件から保護するために分電用ハウジ
ング４００が適切に組み立てられているかどうかをユーザが容易に見分けることができる
ようになる。
【００２７】
　当然のことながら、分電用ハウジング４００の部品はモールドすること又は上述のよう
な方法で形成することができるが、分電用ハウジング４００の部品を形成する他の方法を
追加的又は代替的に実施することができる。さらに、上述の分電用ハウジング１００、２
００、３００の１以上の部品を本開示から逸脱することなく１以上の素材でモールド又は
形成することができると考えられる。
【００２８】
　当然のことながら、分電用ハウジング４００の図解した実施形態は、ロック、ロック解
除、ロック位置の保持又はロック解除位置の保持を上述した方法で行うことができるが、
他の分電用ハウジング４００のロック、ロック解除、ロック位置の保持及び／又はロック
解除位置の保持の構成も追加的又は代替的に実施することができる。例えば、ロック解除
位置４００ａでスプリングによりロック部材４５０にバイアスを掛け、クリップ又はラッ
チによりロック位置４００Ｃにロック部材４５０を保持することができる。さらに、分電
用ハウジング１００、２００、３００、４００の１以上の部品を、本開示から逸脱するこ
となく複数の別々の部品で組み立てることができると考えられる。
【００２９】
　ここに用いたように、単語「ａ」又は「ａｎ」が先行して、１つであるとして挙げたエ
レメント又は動作は、明示的に記載がない限り複数のエレメント又は動作を除外するもの
ではない。さらに、本発明での「１つの実施形態」は、列挙した特徴を組み込んだ別の方
法又は実施形態の存在を除外することを意図するものではない。
【００３０】
　本開示は、ここに記載された具体的な実施形態の技術的範囲に限定されない。実際には
、本開示についてのここに記載されたものに加えて他の様々な実施形態、及び、改良につ
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いては、当業者には、先の説明及び添付図から明らかなものである。従って、そのような
、他の実施形態、及び、改良は、本開示の技術的範囲に含まれるものとする。さらに、特
定の目的で特定の条件において特定の実施形態が記載されている文章として、ここに本開
示が記載されているが、当業者であれば、利用価値はこの記載に限定されないこと、及び
、本開示は、様々な状況下で様々な目的で有益に実施できることを認識することができよ
う。従って、以下に記載された特許請求の範囲は、ここに記載したように、本開示の全範
囲及び精神を考慮して解釈されるべきである。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図４Ａ】
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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